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中
学
校
の
プ
ー
ル
は
地
域

の
防
災
水
槽
と
し
て
使
う
の

で
は
な
い
か
。

学
校
教
育
課
長　

防
災
水
利
と

し
て
活
用
し
て
お
ら
ず
、
害
虫

が
発
生
し
て
お
り
、
解
体
し
て

地
主
と
話
し
合
う
。

主
な
質
疑

中
学
校
工
事
請
負

（
２
５
０
０
万
円
）

何
を
す
る
た
め
の
繰
り

出
し
か
。

副
町
長　

国
保
会
計
の
県
か
ら

の
借
入
金
を
返
済
す
る
も
の
。

主
な
質
疑

国
民
健
康　
　
　

保
険
へ
の
繰
出

（
７
１
０
０
万
円
）

　
ナ
ラ
枯
れ
被
害
の
状
況
と

町
民
か
ら
の
相
談
は
。

農
林
課
長　

新
規
事
業
で
あ

り
、
放
置
し
て
い
る
と
倒
木
の

危
険
が
あ
る
町
有
地
の
18
本
が

対
象
で
あ
る
。

　

町
民
か
ら
の
相
談
は
な
い

が
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
す
る
。

主
な
質
疑

林
業
促
進　
　

　

（
２
８
７
万
円
）

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
職

員
経
費
の
増
額
要
因
は
。

福
祉
課
長　

５
月
よ
り
定
期
的

に
支
援
員
同
士
の
情
報
共
有
を

図
る
場
を
設
け
た
こ
と
に
よ

り
、
勤
務
時
間
が
増
え
た
た
め
。

主
な
質
疑

児
童
福
祉
総
務
費

　
　

（
４
９
万
円
）

　
主
な
議
題
は
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
決
算
、
条
例
改
正
、
補
正
予
算
、
発
議
案
件
な
ど
27
案
件
を
審
議
し
、

全
て
原
案
ど
お
り
認
定
及
び
可
決
し
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、、
国
か
ら
の
地
方
交
付
税
な
ど
に
よ
り
増
額
補
正
と
な
り
ま
し
た
。

＊
一
般
質
問
は
９
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。（
11
ペ
ー
ジ
か
ら
19
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

＊
議
員
発
議
は
２
件
提
出
さ
れ
ま
し
た
。（
10
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

９月定例会（９月6日～１5日）

事　　業
鳥 獣 害 対 策 事 業

林 業 促 進 事 業

学 校 管 理 費
財政調整基金積立金
国民健康保険事業繰出金

金　　額
188万円

287万円

250０万円
1億5000万円
7100万円

内　　容
獣害防止柵申請の増加
ナラ枯れ被害木伐採・くん蒸（新規事業）
間伐材搬出奨励金等
中学校プールの解体工事
積立金の増額
国保会計の借入金の返済

歳入歳出 総額59億253万円
一般会計補正予算 7億3733万円を追加

事　　業注目事
業！！

　
増
額
し
た
要
因
は
。

農
林
課
長　

獣
害
防
止
柵
の
助

成
が
当
初
計
画
の
30
件
を
超
え

今
後
増
え
る
見
込
み
の
た
め
。

主
な
質
疑

鳥
獣
害
対
策　
　

　

（
１
８
８
万
円
）

熱心にミーティングをする支援員

獣害防止柵で耕作意欲を
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子
育
て
支
援
（
９
０
０
万
円
）

　
支
給
方
法
を
現
金
支
給

で
な
く
、図
書
カ
ー
ド
、ク

オ
カ
ー
ド
と
し
た
理
由
は
。

福
祉
課
長　

現
金
で
は
口
座

情
報
の
申
請
が
必
要
と
な
る

が
、
そ
の
手
間
を
省
く
こ
と

と
し
た
。
図
書
カ
ー
ド
は
10

年
の
有
効
期
限
、
ク
オ
カ
ー

ド
は
無
期
限
で
町
外
で
も
使

え
る
店
舗
が
多
く
、
活
用
の

幅
が
増
え
る
。

　
子
育
て
支
援
の
内
容
と

対
象
者
は
。

福
祉
課
長　

図
書
カ
ー
ド
５

千
円
、
ク
オ
カ
ー
ド
５
千
円

分
で
、
０
歳
か
ら
15
歳
の
全

世
帯
の
子
ど
も
９
０
０
人
分
。

農
林
課
長

今
回
の
被
災
は
、

復
旧
し
た
場
所
で
は
な
く
そ

の
周
辺
の
法
面
で
あ
る
。

　

国
庫
事
業
で
は
原
状
復
旧

か
機
能
回
復
が
基
本
で
あ
り
、

応
急
復
旧
後
に
農
地
か
ら
土

砂
を
取
り
除
く
農
地
災
害
復

旧
工
事
を
す
る
。

　

谷
ケ
地
区
で
は
、
災
害
復

旧
事
業
の
ほ
か
、
３
年
程
度

か
け
、
被
災
箇
所
上
部
を
防

災
工
事
で
行
う
２
本
の
事
業

と
な
る
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
令
和
２

年
度
に
２
回
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
を
販
売
し
た
が
、今

回
５０
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
を
つ

け
た
要
因
は
。

商
工
観
光
課
長　

ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
町
民
は
96
％
、
事
業
者

は
33
％
が
満
足
と
い
う
結
果
で

あ
っ
た
。

　

事
業
者
か
ら
期
間
が
短
い
と

の
声
が
あ
り
、
今
回
は
使
用
期

間
を
延
ば
し
、
コ
ロ
ナ
の
影
響

が
長
期
化
し
て
い
る
こ
と
を
考

え
、双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
よ

う
50
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
に
し
た
。

　
取
扱
事
業
者
は
増
え
て
い

る
か
。

商
工
観
光
課
長　

商
品
券
取
扱

要
綱
に
よ
り
募
集
し
、
昨
年
よ

り
２
事
業
者
が
増
え
、
７
月
時

点
で
１
０
０
事
業
者
と
な
っ
て

い
る
。 主

な
質
疑

商
品
券
特
別
会
計

補
正
予
算

（
９
９
２
７
万
円
）

　
支
援
の
内
容
と
対
象
者
及

び
財
源
は
。

福
祉
課
長　

低
所
得
家
庭
の
１

２
２
人
に
対
し
、国
が
５
万
円
、

町
が
１
万
円
支
援
す
る
も
の
。

主
な
質
疑

子
育
て
家
庭
へ
の

生
活
支
援

　

（
７
３
２
万
円
）

　
谷
ケ
地
区
農
地
防
災
工
事

は
令
和
元
年
台
風
１９
号
で
被

災
し
、復
旧
し
た
場
所
が
７

月
３
日
の
大
雨
で
、再
度
被

災
し
た
。

　
復
旧
設
計
は
妥
当
で
あ
っ

た
の
か
。

主
な
質
疑

農
地
防
災
（
５
０
０
万
円
）
及
び

農
地
災
害
復
旧
工
事
（
３
３
０
万
円
）

７月臨時会（７月２１日）

歳入歳出8266万円を追加
一般会計補正予算（新型コロナウイルス追加支援対策）

足柄茶を守る防災工事

ボク絵本大好き！
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決算審査？？ここが
聞きたい？ １

日
目

　
収
入
未
済
額
が
増
え
て
い

る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

町
税
の
影
響
は
。

※

収
入
未
済
額
と
は…

５
月
末
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
か
っ

た
金
額
の
こ
と

町
民
税
務
課
長　

収
入
未
済
額

に
つ
い
て
は
昨
年
よ
り
多
く

な
っ
て
い
る
。

　

納
税
猶
予
制
度
に
よ
っ
て
８

社
で
約
１
２
０
０
万
円
の
申
請

が
影
響
し
て
い
る
。

　

町
税
全
体
と
し
て
は
そ
れ
ほ

ど
の
減
収
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

　
収
入
未
済
額
は
５
年
で
時

効
と
な
り
不
納
欠
損
と
な

る
。
税
の
公
平
性
の
観
点
か

ら
、
今
後
の
徴
収
に
つ
い
て

の
取
組
み
は
。

※

不
納
欠
損
と
は…

滞
納
分
の
徴
収
金
が
徴
収
で
き

な
く
な
り
、消
滅
し
た
金
額
の

こ
と

町
民
税
務
課
長　

不
納
欠
損
を

出
さ
な
い
よ
う
に
収
納
促
進
会

議
で
情
報
を
共
有
し
、
分
納
等

の
対
応
を
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
納
税
力
の
あ
る
方

に
つ
い
て
は
預
貯
金
等
の
差
押

え
を
行
い
、
生
活
が
困
窮
さ
れ

て
い
る
方
に
は
執
行
停
止
を
行

う
な
ど
、
区
分
け
し
て
徴
収
事

務
を
実
施
し
て
い
く
。

町
税　

コ
ロ
ナ
の
影
響
は

　
鳥
獣
害
対
策
で
助
成
し
て

い
る
防
護
柵
等
の
効
果
は
。

農
林
課
長　

有
害
獣
の
捕
獲
数

は
令
和
元
年
度
は
シ
カ
、イ
ノ
シ

シ
合
わ
せ
て
１
０
５
８
頭
、令
和

２
年
度
は
８
８
９
頭
だ
っ
た
。

　

生
息
頭
数
は
減
少
し
て
い
る

が
、
農
作
物
の
被
害
は
減
っ
て

い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

柵
の
設
置
や
助
成
に
つ
い
て
、

有
害
獣
の
農
地
へ
の
進
入
防
止

や
被
害
拡
大
の
抑
制
に
な
る
よ

う
、
ま
た
捕
獲
や
追
払
い
な
ど

も
併
せ
て
実
施
し
な
が
ら
、
複

合
的
に
対
策
を
進
め
て
い
く
。

　
森
林
環
境
譲
与
税
の
今
後

の
交
付
見
込
み
は
。

　
ま
た
、
森
林
の
活
性
化
の

た
め
に
計
画
的
に
事
業
を
進

め
て
は
。

農
林
課
長　

森
林
環
境
譲
与
税

の
交
付
は
令
和
元
年
度
か
ら
始

ま
り
、
令
和
２
年
度
は
１
３
６

４
万
円
が
交
付
さ
れ
た
。
ま
た
、

令
和
４
年
度
に
は
約
１
７
０
０

万
円
、
令
和
６
年
度
か
ら
は
２

１
０
０
万
円
程
度
の
交
付
を
見

込
ん
で
い
る
。

　

林
道
整
備
な
ど
の
ハ
ー
ド
事

業
で
の
活
用
が
主
だ
っ
た
が
、

今
後
は
、
ナ
ラ
枯
れ
対
策
や
間

伐
材
の
搬
出
奨
励
、
森
林
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し
て
い
る
団

体
へ
の
助
成
な
ど
ソ
フ
ト
事
業

を
進
め
て
い
き
た
い
。

森
を
活
か
そ
う

鳥
獣
被
害
を

　

食
い
止
め
ろ

石田照子決算特別委員会委員長

令和２年度　一般会計・特別会計・水道事業会計歳出決算額

106億2072万円
令和２年度の一般会計及び各特別会計・水道事業会計の決算について、
９月10日、13日の決算特別委員会（石田照子委員長）で審議した。
主な質疑は以下の通り。

山北の森林
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地
球
温
暖
化
防
止
対
策
事

業
に
対
す
る
全
体
的
な
歳
出

の
割
合
が
少
な
い
。

　
温
暖
化
対
策
と
し
て
町
民

へ
の
啓
発
や
、
物
品
購
入
補

助
な
ど
の
考
え
は
。

町
長　

温
暖
化
な
ど
に
よ
り
環

境
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
町

と
し
て
も
積
極
的
に
調
べ
て
、

対
策
に
予
算
が
か
か
る
の
で
あ

れ
ば
対
応
し
て
い
く
。

環
境
課
長　

庁
舎
内
の
CO2
削
減

実
行
計
画
や
ま
き
た
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
に
よ
り
目
標
値
を
定

め
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
紙
ご
み
や
電
気
使
用

量
の
削
減
や
環
境
に
配
慮
し
た

事
業
実
施
、
環
境
配
慮
行
動
な

ど
を
啓
発
し
て
い
る
。

　

生
ご
み
処
理
機
の
助
成
に
つ

い
て
も
、
塵
芥
処
理
費
に
含
ま

れ
て
い
る
の
で
、
地
球
温
暖
化

対
策
の
枠
組
み
以
外
で
も
温
暖

化
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
地
球
温
暖
化

　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
除
却
費
補
助

に
つ
い
て
、
対
象
件
数
と
今

後
の
補
助
の
方
向
性
は
。

都
市
整
備
課
長　

例
年
数
件
の

申
請
が
あ
る
た
め
、
今
後
も
同

程
度
の
申
請
は
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
広
報
等
で
引
き
続
き
周

知
を
図
っ
て
い
く
。

　
通
学
路
に
つ
い
て
は
対
象

件
数
を
確
認
し
、
場
合
に

よ
っ
て
は
所
有
者
に
除
却
の

要
請
を
す
る
こ
と
も
検
討
し

て
は
。

都
市
整
備
課
長　

通
学
路
に
つ

い
て
は
学
校
教
育
課
、
松
田
警

察
署
、
県
西
土
木
事
務
所
と
定

期
的
に
点
検
を
実
施
し
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
所
有
者
へ
の
要
請

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

耐
震
改
修
補
助

　
足
柄
茶
振
興
事
業
で
は
生

産
農
家
に
対
し
、
一
戸
あ
た

り
10
万
円
の
助
成
を
し
た

が
、
農
家
数
は
年
々
減
少
し

て
い
る
。

　
維
持
ま
た
は
増
加
に
向
け

た
対
策
が
必
要
で
は
。

農
林
課
長　

農
家
の
高
齢
化
や

後
継
者
不
足
か
ら
生
産
量
が
減

少
し
て
い
る
。
根
本
的
な
問
題

は
担
い
手
不
足
で
あ
り
、
管
理

を
委
託
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み

づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
。
苗
木

の
助
成
な
ど
と
合
わ
せ
て
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

持
続
可
能
な
足
柄
茶
に

おいしい足柄茶に！　日々汗を流す

環境にやさしいグリーンカーテン

安全な通学路を
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各
学
校
、
園
に
ミ
ス
ト
が

出
る
装
置
を
設
置
し
た
。

衛
生
面
の
管
理
は
ど
う
か
。

教
育
長　

コ
ロ
ナ
と
熱
中
症
の

症
状
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、

熱
中
症
の
リ
ス
ク
を
避
け
る
に

は
有
効
で
あ
り
、
結
果
、
コ
ロ

ナ
対
応
に
役
立
っ
た
。
衛
生
面

で
は
、
使
用
後
撤
去
し
、
清
掃

し
て
か
ら
保
管
し
て
い
る
。

ミ
ス
ト
で
涼
し
く
熱
中
症
予
防

　
病
児
保
育
事
業
は
、
共
働

き
に
は
助
か
る
事
業
で
あ

る
。
登
録
者
、
利
用
回
数
な

ど
伸
び
て
い
な
い
が
、
も
っ

と
利
用
増
に
向
け
て
努
力
す

べ
き
で
は
な
い
の
か
。

福
祉
課
長　

現
在
、
登
録
者
数

は
12
名
で
、５
町
で
運
営
し
て

お
り
、施
設
は
開
成
町
に
あ
る
。

　

い
ざ
と
い
う
時
に
預
け
ら
れ

る
施
設
で
あ
り
、
子
育
て
世
帯

に
は
安
心
で
き
る
事
業
で
あ
る

た
め
、
事
業
内
容
な
ど
Ｐ
Ｒ
し

て
い
く
。

病
気
の
子
ど
も
を
預
か
る
施
設

２
日
目

　
昨
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
た

電
子
書
籍
は
多
く
の
方
に
利

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
利

用
状
況
と
、
取
り
組
み
は
。

生
涯
学
習
課
主
幹　

読
書
離
れ

の
解
消
、
感
染
症
予
防
に
も
有

効
で
あ
る
た
め
、
小
中
学
生
へ

の
登
録
を
促
し
、
朝
読
書
等
に

活
用
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

ネ
ッ
ト
利
用
で

読
書
習
慣
の

　
　
　　
促
進
を

　
や
ま
き
た
塾
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

休
校
へ
の
措
置
と
し
て
開
校

し
た
。

　
コ
ロ
ナ
に
関
係
な
く
続
け

る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

教
育
長　

中
学
３
年
生
を
対
象

に
英
語
と
数
学
の
授
業
を
実
施

し
た
。
協
力
い
た
だ
い
た
鹿
島

山
北
高
等
学
校
は
、
現
在
、
出

張
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
計
画
し
て

お
り
、
対
応
し
て
い
た
だ
く
の

は
難
し
い
。

　

ま
た
、
公
設
で
塾
を
開
講
す

る
こ
と
が
良
い
こ
と
な
の
か
も

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

好
評
だ
っ
た

　

や
ま
き
た
塾

頑張る未来のスターたち

ミストを浴びてリフレッシュ（山北少年野球クラブ）

子育て世帯が安心
できる病児保育施設
（開成町）
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介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

は
小
学
生
以
上
を
対
象
と
し

た
支
え
合
い
の
精
神
を
養
う

良
い
事
業
で
あ
る
が
実
績
が

な
い
。

　
参
加
し
や
す
い
方
法
に
変

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

保
険
健
康
課
長　

登
録
は
ポ
イ

ン
ト
交
換
の
仕
組
上
必
要
で
あ

る
。
再
度
、
学
校
や
成
人
式
な

ど
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

　

福
祉
課
、
保
険
健
康
課
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
制
度
に

つ
い
て
も
検
討
す
る
。

小
さ
な
困
り
ご
と
を
支
え
合
う

　
避
難
行
動
時
要
支
援
者
事

業
は
、
登
録
者
の
状
況
変
化

に
対
応
し
、
機
能
す
る
制
度

で
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。

　
避
難
訓
練
に
も
活
用
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

自
力
避
難
で
き
な
い
方
を

お
手
伝
い

福
祉
課
長　

災
害
時
に
は
要
支

援
者
の
も
と
へ
優
先
的
に
駆
け

付
け
ら
れ
る
名
簿
に
し
、
避
難

訓
練
に
も
活
か
し
て
い
く
。

国
民
健
康
保
険
税

　
運
営
主
体
が
県
へ
移
管
さ

れ
３
年
が
経
過
し
た
。
世
帯

数
が
減
少
し
て
い
る
中
、
納

付
さ
れ
て
い
な
い
保
険
税
が

あ
る
。
今
後
の
運
営
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

副
町
長　

４
６
０
０
万
円
ほ
ど

保
険
税
の
未
納
が
あ
り
、
滞
納

整
理
を
行
っ
て
い
る
。

　

保
険
税
を
上
げ
れ
ば
更
に
未

納
額
が
増
え
る
可
能
性
も
あ

り
、
苦
慮
し
て
い
る
。
今
後
も

適
正
に
判
断
し
て
い
く
。

特
別
会
計

　
福
祉
タ
ク
シ
ー
運
行
事
業

の
タ
ク
シ
ー
券
が
、
路
線
バ

ス
に
も
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
便
利
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
利
用
者
が
減
少

し
て
い
る
。

　
要
因
は
。

福
祉
課
長　

コ
ロ
ナ
の
関
係
で
、

外
出
を
控
え
た
こ
と
が
要
因
で

あ
る
と
考
え
る
。

　
高
齢
者
等
一
時
保
護
事
業

の
利
用
状
況
と
、
利
用
で
き

る
施
設
は
。

福
祉
課
長　

命
に
直
結
し
た
事

業
で
あ
り
、
宿
泊
で
き
る
町
内

施
設
と
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

　

年
齢
制
限
は
な
く
、
Ｄ
Ｖ
の

疑
い
が
あ
る
場
合
な
ど
に
も
利

用
で
き
る
。

一
時
的
に
保
護
し
見
守
る

楽しい楽しいお茶飲み会（清水地区）

利用範囲が広がった
タクシー券 見  本

交
通
不
便
地
域
で
利
用
さ
れ
て
い
る

タ
ク
シ
ー
券
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一
般
質
問

議の結果
第４回　臨時会（７月21日）

件　　　　名 審議結果 件　　　　名 審議結果

個人情報保護条例の一部を改正する条例
・行政手続きにおける特定の個人を識別するた
めの番号の利用等に関する法律の改正等に伴
い、改正するもの

令和３年度一般会計補正予算（第４号）
・主に子育て世代生活支援特別給付金事業や災害
復旧事業による増で、歳入歳出それぞれ8266万
円増額し、予算の総額を51億6519万円とする

手数料条例の一部を改正する条例
・行政手続きにおける特定の個人を識別するた
めの番号の利用等に関する法律の改正等に伴
い、改正するもの

令和３年度商品券特別会計補正予算（第１号）
・プレミアム付商品券を発行するため、歳入歳
出それぞれ9927万円増額し、予算の総額を1
億625万円とする

可　決 可　決

可　決 可　決

令和２年度三保財産区特別会計歳入歳出決算認定

令和３年度下水道事業特別会計補正予算（第１号）
・主に前年度繰越金の確定による増で、歳入歳
出それぞれ415万円増額し、予算の総額を3億
9861万円とする

認　定 可　決

令和２年度共和財産区特別会計歳入歳出決算認定

令和３年度後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）
・主に前年度繰越金の確定による増で、歳入歳
出それぞれ158万円増額し、予算の総額を1億
8657万円とする

認　定 可　決

令和２年度山北財産区特別会計歳入歳出決算認定

令和３年度国民健康保険事業特別会計補正予算
（第１号）
・主に繰り上げ償還のための繰入金と公債費の
増で、歳入歳出それぞれ8185万円を増額し、
予算の総額を15億2307万円とする

認　定 可　決

令和２年度町設置型浄化槽事業特別会計歳入歳出
決算認定

令和３年度一般会計補正予算（第６号）
・主に歳入は普通交付税の確定による増、歳出
は国民健康保険事業特別会計繰出金の増で、
歳入歳出それぞれ7億3733万円増額し、予算
の総額を59億253万円とする

認　定 可　決

令和２年度下水道事業特別会計歳入歳出決算認定

町営住宅条例の一部を改正する条例
・所得税法の改正に伴い、令和3年1月1日付で公
営住宅法施行令の一部が改正されたこと等に
伴い、改正するもの

認　定 可　決

令和２年度
後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定

令和２年度
水道事業会計利益の処分及び決算の認定認　定

可 決　
・認 定

令和２年度
国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定 令和２年度商品券特別会計歳入歳出決算認定認　定 認　定

第３回　定例会（９月６日～15日）
件　　　　名 審議結果 件　　　　名 審議結果

令和２年度一般会計歳入歳出決算認定 令和２年度介護保険事業特別会計歳入歳出決算
認定認　定 認　定



　

町
の
大
き
な
課
題
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
「
公

共
交
通
の
利
便
性
向
上
」
に
つ
い
て
は
、
議
会

で
も
長
ら
く
調
査
研
究
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

　

町
で
は
令
和
３
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
27
日

ま
で
の
３
か
月
間
、
清
水
地
区
・
三
保
地
区
の

住
民
を
対
象
に
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
試
行
運

行
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
住
民
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
利
用
可
能

で
す
。（
介
助
な
し
の
方
に
限
る
）
通
院
や
お

買
い
物
な
ど
日
常
の
交
通
の
便
と
し
て
活
用
し
、

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
【
予
約
先
】
清
水
支
所
（
７
７
）

－

２
４
０
４

三
保
支
所
（
７
８
）

－

３
０
０
６
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町内の希望場所まで、安全運転で送迎
試行運行から本事業へ、更なる調査研究が必要

議案等審

令和３年度商品券特別会計補正予算（第２号）
・主に前年度繰越金の確定による増で、歳入歳
出それぞれ42万円増額し、予算の総額を1億
667万円とする

令和２年度山北町の健全化判断比率及び資金不足
比率の報告
・健全化判断比率及び資金不足比率を議会に報
告するもの

可　決 報告のみ

令和３年度介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
・主に前年度繰越金の確定による増で、歳入歳
出それぞれ5211万円増額し、予算の総額を12
億8665万円とする

専決処分の承認
（令和３年度一般会計補正予算（第５号））可　決 承　認

令和３年度三保財産区特別会計補正予算（第１号）
・主に前年度繰越金の確定による増で、歳入歳
出それぞれ46万円増額し、予算の総額を784
万円とする

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財
源の充実を求める意見書
・地方交付税等の一般財源総額の確保・充実が
必要との意見書を国及び国会に提出するもの

可　決 可　決

令和３年度共和財産区特別会計補正予算（第１号）
・主に前年度繰越金の確定による増で、歳入歳
出それぞれ627万円増額し、予算の総額を
5081万円とする

議会会議規則の一部を改正する規則
・議員活動と家庭生活との両立支援をはじめ、男女
の議員が活動しやすい環境整備を図るため、ま
た、請願手続きについて、押印の義務付けを見直
し、請願者の利便性向上を図るため、改正するもの

可　決 可　決

令和３年度山北財産区特別会計補正予算（第１号）
・主に前年度繰越金の確定による増で、歳入歳
出それぞれ58万円増額し、予算の総額を430
万円とする

教育委員会委員の任命
・任期満了に伴い、委員を任命するもの
　「小菅正子」氏

可　決 同　意

件　　　　名 審議結果 件　　　　名 審議結果

令和３年度町設置型浄化槽事業特別会計補正予算
（第１号）
・主に前年度繰越金の確定による減で、歳入歳出
それぞれ521万円減額し、予算の総額を5170万
円とする

令和３年度防災行政無線デジタル化屋外子局整備
工事（山北・岸・向原・清水・三保地区）請負契
約の締結
・随意契約による契約：一金6985万円

可　決
可　決

デマンドタクシー
試行運行実施中清水地区 三保地区
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議員が活動しやすい環境整備を図る議員が活動しやすい環境整備を図る

コロナ禍対処で国へ意見書を提出コロナ禍対処で国へ意見書を提出

　新型コロナウイルスの感染拡大
は、変異株の猛威も加わり、甚大
な経済的・社会的影響を及ぼして
おり、地方財政は、来年度におい
ても巨額の財源不足が避けられ
ない厳しい状況に直面している。
　このような状況において、地域
の実情に応じた行政サービスを
提供していくためには、地方交付
税等の一般財源総額の確保・充
実が必要であるため、国及び国
会に意見書を提出することを全員
一致で可決した。

※議員発議とは
　　地方公共団体の議会の議員
は、議会の議決すべき事件につ
いて、議案を提出することができ
ると規定されており、議会運営
委員会より２件の提案をした。

　議員が活動しやすい環境整備を図るため、また、議会への請願手続きについて、請
願者の利便性向上を図るため、町議会会議規則の改正を提案し全員一致で可決した。

　
　
意
見
書
要
旨

一
、
高
齢
化
に
伴
い
社
会
保
障
関
係
経
費
が
増
大
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
他
の
地

方
歳
出
に
し
わ
寄
せ
が
な
さ
れ
な
い
よ
う
、
地
方
一
般
財
源
総
額
に
つ
い
て
十
分

確
保
す
る
こ
と
。

二
、
固
定
資
産
税
は
、
制
度
の
根
幹
を
揺
る
が
す
見
直
し
は
、
断
じ
て
行
わ
な
い
こ
と
。

ま
た
生
産
性
革
命
の
実
現
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対
策
と
し

て
講
じ
ら
れ
た
固
定
資
産
税
等
に
係
る
特
例
措
置
は
、
今
回
限
り
の
措
置
と
し
て

期
限
の
到
来
を
も
っ
て
確
実
に
終
了
す
る
こ
と
。

三
、
令
和
３
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
講
じ
ら
れ
た
土
地
に
係
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標

準
額
を
令
和
２
年
度
と
同
額
と
す
る
負
担
調
整
措
置
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度

限
り
と
す
る
こ
と
。

四
、
令
和
３
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
講
じ
ら
れ
た
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
環
境
性

能
割
の
臨
時
的
軽
減
の
延
長
に
つ
い
て
、
更
な
る
延
長
は
断
じ
て
行
わ
な
い
こ
と
。

五
、
炭
素
に
係
る
税
を
創
設
又
は
拡
充
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
一
部
を
地
方
税
又
は
地

方
譲
与
税
と
し
て
地
方
に
税
源
配
分
す
る
こ
と
。

ポイント

【１】議員の欠席の届出について 
 今まで欠席の理由は「事故」と明記されていたが、今回「公務、傷病、出産、育児、看護、

介護、配偶者の出産補助その他のやむを得ない事由」に改めた。

【２】出産のための欠席について
 今までは「日数を定めて」と明記されていたが、今回「出産予定日の７週間前の日

～出産の日後８週間を経過する日までの範囲内」に改めた。

【３】請願書の記載事項等について
 今までは請願者の押印が必要であったが署名又は記名押印に改めた。

　議員が活動しやすい環境整備を図るため、また、議会への請願手続きについて、請
議員
発議
１

議員
発議
２
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共和地区の丸太で遊ぶ（岸幼稚園）

原稿は、質問者本人が作成しています。

問 0～15歳の一貫教育保育の実現に向けて

和田  成功  議員

答基本方針を策定し令和4年度から取り組む

一
般
質
問

　
近
年
の
著
し
い
社
会
変
化
の
中

に
お
い
て
、
町
・
家
庭
・
地
域
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
と
責
任
を
自
覚

し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
視
点

に
立
ち
相
互
に
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
教
育
・
保
育
の
環
境
を
整
え

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
子
育
て
世
代
が
安
心
し
て
子
ど

も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
子
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
子
育
て
支
援
と
し
て
も
０
〜
15

歳
の
一
貫
教
育
保
育
へ
の
取
り
組

み
は
重
要
で
あ
り
、
当
町
の
特
色

を
活
か
し
た
施
策
に
な
れ
ば
、
町

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
な
ど
に
も
寄

与
す
る
も
の
と
考
え
問
う
。

問　
０
〜
15
歳
の
一
貫
教
育
保
育
の

実
施
に
向
け
て
の
進
捗
状
況
は
。

　

ま
た
、
実
現
に
向
け
て
の
課
題
は
。

答　
推
進
検
討
委
員
会
で
、
各
園
・

学
校
か
ら
の
意
見
等
を
集
約
し
、
よ
り

具
体
的
な
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
教
育
・

保
育
活
動
へ
の
相
互
理
解
、
学
び
の
連

続
性
と
個
々
の
指
導
者
の
資
質
・
能
力

を
高
め
る
必
要
性
な
ど
が
課
題
で
あ

り
、
担
当
課
を
一
元
化
し
、
各
園
の
情

報
を
共
有
し
た
中
で
小
学
校
へ
繫
げ
て

い
き
た
い
。

問　
一
貫
教
育
保
育
の
中
で
、
地
方

創
生
の
カ
ギ
と
も
な
り
得
る
郷
土
愛
の

育
成
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。

答　
幼
児
教
育
・
保
育
の
場
で
は
、

「
山
北
に
ふ
れ
る
」、

　

小
学
校
で
は
、

「
山
北
を
知
る
・
山
北
を
学
ぶ
」、

　

中
学
校
で
は
、

「
山
北
に
学
ぶ
・
山
北
に
広
げ
る
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
学
び
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
域
貢
献
へ
の
積
極
的
な
参

加
を
促
し
、
地
域
の
方
と
の
関
わ
り
を

通
し
て
、
郷
土
を
愛
し
、
町
の
将
来
に

広
く
関
わ
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
。

地域の木材で遊ぶ（向原保育園）

０～ 15歳まで山北町の特色を活かした一貫教育保育を（やまきたこども園）
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施設設置により獣害が減少

ジビエ肉の提供は今後に

原稿は、質問者本人が作成しています。

問広域連携の中での鳥獣被害対策は
答防護柵を広範囲に設置する

一
般
質
問

　
問　
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の
協
力

に
よ
り
、
令
和
５
年
度
ま
で
に
個
体
を

半
減
さ
せ
る
と
い
う
計
画
の
状
況
は
ど

う
か
。

答　
実
施
隊
に
よ
る
と
市
街
地
に
出

現
す
る
の
で
、
増
え
て
い
る
と
思
わ
れ

が
ち
だ
が
、
山
中
で
は
減
っ
て
お
り
全

体
で
は
減
っ
て
い
る
。

　
問　
浅
間
山
等
の
農
業
被
害
と
住
民

へ
の
危
害
防
止
に
ド
ロ
ー
ン
を
使
用

し
、
す
み
か
を
把
握
し
対
策
で
き
な
い

の
か
。

答　
南
下
し
な
い
よ
う
に
嵐
・
清
水

地
区
で
は
、
県
の
財
政
的
支
援
を
受
け

防
護
柵
を
広
範
囲
に
設
置
し
対
策
し
て

い
る
。

　

ド
ロ
ー
ン
の
使
用
は
、
県
へ
支
援
を

要
望
す
る
。

　
足
柄
上
地
域
に
お
い
て
イ
ノ
シ

シ
・
シ
カ
の
農
業
被
害
や
人
的
被

害
に
懸
念
が
あ
る
。

　
個
体
を
半
減
さ
せ
る
と
い
う
国

の
方
針
を
更
に
進
め
る
た
め
に

も
、
５
町
で
共
同
設
置
予
定
の
ジ

ビ
エ
処
理
加
工
施
設
の
建
設
が
待

た
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
町
の
対
応
に
つ
い
て

質
問
す
る
。

問　
山
北
町
は
広
範
囲
な
の
で
捕
獲

獣
搬
入
ま
で
の
時
間
短
縮
の
た
め
、
ジ

ビ
エ
カ
ー
等
保
冷
運
搬
車
の
活
用
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答　
捕
獲
獣
を
食
肉
加
工
や
販
売
す

る
場
合
に
は
、
品
質
保
持
の
た
め
都
道

府
県
条
例
で
例
え
ば
止
め
差
し
後
２
時

間
以
内
に
搬
入
す
る
こ
と
な
ど
と
定
め

る
が
、
神
奈
川
県
は
条
例
化
さ
れ
て
い

な
い
。

　

実
施
隊
等
の
残
渣
処
理
が
楽
に
な
る

こ
と
が
一
番
の
メ
リ
ッ
ト
と
考
え
る
。

　

現
段
階
で
は
、
広
域
運
営
が
軌
道
に

乗
る
こ
と
が
重
要
だ
。

　

ジ
ビ
エ
カ
ー
は
、
今
後
県
や
関
係
団

体
と
検
討
す
る
。

問　
松
田
町
に
建
設
予
定
の
ジ
ビ
エ

処
理
加
工
施
設
の
内
容
は
。

答　
上
郡
５
町
で
基
本
方
針
を
定
め

た
覚
書
は
、
対
象
の
施
設
は
松
田
町
内

に
設
置
し
事
務
局
は
松
田
町
と
す
る
と

し
、
協
議
会
の
中
で
検
討
し
て
い
る
。

秋
ご
ろ
に
は
決
定
し
、
建
設
を
進
め
る

予
定
に
な
っ
て
い
る
。

　

町
と
し
て
は
鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て

の
利
用
が
基
本
だ
。

瀬戸  恵津子  議員
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山北駅から森林浴、セラピーロード（合成）

街中の大樹でフィトンチッド効果を（合成）

樹木医の診断を待つ、苔で覆われ草まで生える桜の木肌

原稿は、質問者本人が作成しています。

問 山北駅周辺にある観光桜の老木対策計画を

堀口  恵一  議員

答樹木診断し、桜の更新を含め対策していく

一
般
質
問

　
令
和
３
年
６
月
の
大
雨
の
際
、

鉄
道
公
園
の
西
側
Ｊ
Ｒ
敷
地
内
の

１
本
目
の
桜
が
、
下
か
ら
１
ｍ
程

度
の
と
こ
ろ
で
折
れ
て
倒
れ
た
。

　
他
の
桜
を
見
る
に
Ｊ
Ｒ
敷
地
内

の
多
く
が
傷
ん
で
お
り
、順
次
老

木
が
倒
れ
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。

　
そ
こ
で
質
問
す
る
。

問　
Ｊ
Ｒ
敷
地
内
老
木
が
倒
れ
て

い
く
こ
と
へ
の
対
策
、
計
画
は
。

答　
定
期
的
に
状
況
を
観
察
し
、

枝
打
ち
や
消
毒
を
実
施
し
て
い
る
が
、

寿
命
を
迎
え
て
、
倒
木
に
至
っ
た
と

考
え
て
い
る
。

　

今
後
、
樹
木
医
に
よ
る
診
断
等
を

含
め
、
桜
を
残
す
の
か
、
新
た
な
桜

名
所
を
整
備
す
る
の
か
な
ど
の
検
討

を
し
て
い
く
。

問　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
南
側
の
桜

は
町
有
地
に
あ
る
。
下
草
刈
り
、
桜
に

絡
ま
っ
た
つ
る
や
苔
の
除
去
、
さ
ら
に

は
新
し
い
苗
を
植
え
る
な
ど
計
画
的

に
、
景
観
管
理
を
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
樹
木
医
に
よ
る
診
断
を
受
け
、

適
切
な
保
全
対
策
を
実
施
す
る
。

　

必
要
に
応
じ
て
桜
の
木
の
更
新
を

図
っ
て
い
く
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
樹

木
の
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
効
果
に
期
待

し
、
山
北
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
や
旧
役
場

庁
舎
跡
地
に
樹
木
を
植
栽
す
る
な
ど
、

方
針
を
示
す
考
え
は
。

答　
今
回
の
研
究
結
果
は
溶
液
で
の

効
果
で
あ
り
、
屋
外
の
樹
木
か
ら
揮
発

し
た
状
態
で
の
効
果
を
見
込
む
に
は
、

さ
ら
に
研
究
が
必
要
と
考
え
る
。

【
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
と
は
】

　

樹
木
は
、
傷
つ
い
た
と
き
に
傷
口
か
ら
病
原
菌
が
感

染
す
る
の
を
防
い
だ
り
、
害
虫
な
ど
を
寄
せ
付
け
な
い

揮
発
性
物
質
を
放
出
し
て
い
る
。
そ
れ
が
フ
ィ
ト
ン

チ
ッ
ド
だ
。
病
原
菌
や
ウ
イ
ル
ス
に
対
し
て
の
強
い
抗

菌
、
除
菌
力
を
持
つ
こ
と
も
あ
き
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　
令
和
３
年
２
月
、
日
本
の
会
社
が
、

森
林
浴
成
分
の
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
溶
液

に
関
し
て
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ

の
ウ
イ
ル
ス
不
活
化
試
験
を
実
施
し
、

そ
の
不
活
化
効
果
を
確
認
し
た
」
と
発

表
し
た
。　

　
呼
吸
器
系
が
重
症
化
し
や
す
い
今
回

の
感
染
症
に
対
抗
す
る
に
は
、
我
々
が

吸
っ
て
い
る
酸
素
を
作
り
出
し
、
さ
ら

に
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
ま
で
出
し
て
い
る

樹
木
を
尊
重
す
る
こ
と
は
大
切
と
思
い

質
問
す
る
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
樹
木
の

フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
効
果
を

答
効
果
を
見
込
む
に
は
、さ
ら
に
研
究
が
必
要
と
考
え
る
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三保地区の路上駐車

品川区との交流事業で収穫体験（ひだまりの里）

お試し住宅「ホタルの家」

瀬戸  伸二  議員

問青少年の意見を生かせるまちづくりを
答様々な意見を聞き、取り組んでいく

一
般
質
問

問　
今
後
町
は
、
空
き
家
対
策
を
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

答　

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
周
知

し
、
登
録
の
斡
旋
を
図
っ
て
い
る
。
提

言
に
も
あ
る
よ
う
に
、
町
が
空
き
家
を

買
い
取
り
貸
し
出
す
こ
と
に
つ
い
て
、

他
の
自
治
体
の
動
向
な
ど
調
査
し
、
研

究
し
て
い
き
た
い
。

　
問

体
験
活
動
と
し
て
、
農
作
物
の

収
穫
体
験
な
ど
を
観
光
客
に
提
供
す
る

に
あ
た
り
、
体
験
型
ふ
る
さ
と
納
税
返

礼
品
の
開
発
が
重
要
と
考
え
る
が
。

答　
町
の
魅
力
を
町
外
の
方
に
知
っ

て
い
た
だ
く
手
段
と
し
て
有
意
義
で
あ

る
。
農
作
物
の
収
穫
体
験
を
返
礼
品
と

す
る
こ
と
は
、
団
体
等
か
ら
意
向
が
示

さ
れ
た
際
、必
要
な
支
援
を
し
て
い
く
。

第
40
回
山
北
町
青
少
年
健
全
育
成

大
会
に
お
い
て
、
令
和
３
年
度
山
北

町
「
少
年
の
主
張
」
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
で
特
別
賞
を
受
賞
さ
れ
た
山
北
高

校
生
の
「
山
北
町
に
つ
い
て
思
う
こ

と
」
で
は
町
の
活
性
化
に
つ
い
て
次

の
よ
う
な
提
言
が
あ
っ
た
。

①
山
北
町
の
良
さ
を
生
か
し
た
体
験

　
活
動
を
観
光
客
に
提
案
で
き
る
の

　
で
は
。

②
空
き
家
を
町
で
買
い
取
っ
て
安
く

　
貸
し
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

③
人
口
減
少
の
原
因
の
一
つ
に
「
不

　
便
さ
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
私
自
身
共
感
し
、
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
考
え
質
問
す
る
。

問　
マ
イ
カ
ー
利
用
者
が
多
い
当
町

に
お
い
て
、
駅
周
辺
及
び
観
光
地
の
駐

車
場
整
備
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

答　
駅
周
辺
は
、
若
者
子
育
て
世
代

の
定
住
促
進
に
繋
げ
る
手
段
の
一
つ
と

考
え
る
。
町
民
の
意
見
を
伺
い
進
め
て

い
く
。
三
保
地
区
に
お
い
て
、
観
光
客

の
路
上
駐
車
の
問
題
も
発
生
し
て
い
る
。

　

駐
車
に
適
し
た
場
所
も
少
な
く
、
コ

ロ
ナ
終
息
後
の
需
要
等
を
見
極
め
適
正

に
対
応
し
て
い
く
。

原稿は、質問者本人が作成しています。
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問
（
仮
称
）山
北
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の

開
通
は
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
。未
来
の
道
路

整
備
へ
つ
な
げ
て
い
く
町
長
の
見
解
は
。

問「山北藤野線」開通へ働きかけを
答（仮称）山北スマートIC開通を
　　道路整備のチャンスとする

一
般
質
問

原稿は、質問者本人が作成しています。

　
現
在
、
三
保
方
面
の
幹
線
道
路
は

す
べ
て
行
き
止
ま
り
と
な
っ
て
お
り

災
害
発
生
時
に
は
孤
立
す
る
懸
念
が

あ
る
。

　
近
年
で
は
毎
年
、
各
地
で
大
規
模

災
害
が
発
生
し
て
い
る
た
め
北
へ
抜

け
る
道
路
は
悲
願
で
あ
り
町
長
の
決

意
を
問
う
。

　
問

※

「
や
ま
な
み
五
湖
」
の
交
流

や
連
携
、
地
域
の
活
性
化
に
は　

ソ
フ

ト
だ
け
で
な
く
、
ハ
ー
ド
事
業
も
必
要

で
あ
る
。

　

県
へ
要
望
し
た
ら
ど
う
か
。

答　
エ
リ
ア
と
の
交
流
や
連
携
に
は

本
町
か
ら
北
へ
抜
け
る
道
路
の
整
備
促

進
も
有
効
と
考
え
る
。

　

広
域
的
な
道
路
に
お
け
る
議
論
を
ま

と
め
、
県
へ
要
望
し
て
い
く
。

　
問

※

「
山
北
藤
野
線
」
は
災
害
時

や
渋
滞
時
の
う
回
路
等
、
利
用
価
値
の

高
い
道
路
で
あ
る
。

　

相
模
原
市
と
と
も
に
、
開
通
へ
の
動

き
を
加
速
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

山
北
藤
野
線

【
神
奈
川
県
道
76
号
山
北
藤
野
線
】

　

山
北
町
向
原
を
起
点
と
し
、
終
点
の

相
模
原
市
緑
区
小
渕
（
旧
津
久
井
郡
藤

野
町
）
ま
で
を
結
ぶ
県
道
（※

主
要
地

方
道
）
で
あ
る
。

主
要
地
方
道　

国
道
と
一
体
と
な
っ
て

広
域
交
通
を
分
担
す
る
幹
線
道
路
。
整

備
や
管
理
費
用
の
50
％
ま
で
を
国
が
補

助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

や
ま
な
み
五
湖　

丹
沢
湖
、
相
模
湖
、

宮
ヶ
瀬
湖
、
津
久
井
湖
、
奥
相
模
湖
の

５
つ
の
人
造
湖
を
指
す
。

石田  照子  議員

鉄のゲートが侵入をはばむ。その昔、武田信玄が
小田原攻めに、犬を先導させ峠を越えたことから
犬越路と言われているそうな

一般車両が通行止めと
なっている犬越路林道

石田  照子  議員

スマートIC開通を
起爆剤に！

問
（
仮
称
）山
北
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の

開
通
は
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
。未
来
の
道
路

整
備
へ
つ
な
げ
て
い
く
町
長
の
見
解
は
。

答　　道路整備のチャンスとする
意
を
問
う
。

石田  照子  議員石田  照子  議員

開通を

答

北
に
抜
け
る
道
路
、
町
域
を
超

え
た
道
路
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い

る
。（
仮
称
）
山
北
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
を

中
心
と
し
た
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
効

果
等
を
検
証
し
、
関
係
自
治
体
と
の
調

整
や
要
望
活
動
に
つ
な
げ
て
い
く
。

※

「
山
北
藤
野
線
」
は
災
害
時

や
渋
滞
時
の
う
回
路
等
、
利
用
価
値
の

高
い
道
路
で
あ
る
。

　

相
模
原
市
と
と
も
に
、
開
通
へ
の
動

き
を
加
速
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

山
北
藤
野
線

【
神
奈
川
県

　

問

　

問
や
渋
滞
時
の
う
回
路
等
、
利
用
価
値
の

高
い
道
路
で
あ
る
。

　

相
模
原
市
と
と
も
に
、
開
通
へ
の
動

き
を
加
速
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

一般車両が通行止めと一般車両が通行止めと
なっている犬越路林道なっている犬越路林道

答　
相
模
原
市
か
ら
「
山
北
町
の
意

見
交
換
会
の
検
討
内
容
に
つ
い
て
情
報

共
有
を
図
り
た
い
」と
の
話
が
あ
っ
た
。

　

今
後
は
情
報
共
有
し
な
が
ら
検
討
を

進
め
て
い
く
。
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16原稿は、質問者本人が作成しています。

山崎  政司  議員

「みんなでつくる　魅力あるまちづくり」の発信拠点

老朽化している皆瀬川取水口

問インフラ整備計画の進捗状況は
答財政状況を踏まえ順次更新していく

一
般
質
問

　
町
長
が
提
唱
す
る
「
み
ん
な
で
つ

く
る　
魅
力
あ
ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち

づ
く
り
」
の
現
状
に
つ
い
て
問
う
。

問

山
北
町
全
体
を
魅
力
あ
る
元

気
な
ま
ち
に
す
る
た
め
に
は
、
役
場

職
員
に
元
気
が
な
い
と
町
全
体
に
波

及
し
な
い
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い

働
き
が
い
の
あ
る
職
場
環
境
・
待
遇

改
善
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り

に
向
け
た
職
場
環
境
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、「
業
務
量
に
応
じ
た
人
員
配
置
」

「
適
材
適
所
の
人
事
異
動
」「
公
正
な
人

事
評
価
」「
パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
防
止
」
が
重
要
で
あ
り
、
理
事
者
・

職
員
が
一
体
と
な
り
風
通
し
の
よ
い
職

場
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　
イ
ン
フ
ラ
整
備
計
画
の
進
捗
状

況
及
び
今
後
の
計
画
と
考
え
方
は
。

答　
道
路
・
橋
梁
は
、
各
々
計
画
を

定
め
、
定
期
的
点
検
結
果
に
基
づ
き
必

要
な
補
修
に
努
め
て
い
る
。

　

上
水
道
は
、
令
和
２
年
度
に
経
営
戦

略
を
策
定
し
順
次
更
新
を
進
め
て
い
る
。

　

下
水
道
は
、
更
新
時
期
に
備
え
令
和

３
年
度
に
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計

画
を
策
定
す
る
。

　

今
後
、
災
害
時
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
順
次
更
新
し
て
い
き
た
い
。

　
山
北
町
は
、
人
口
減
少
と
面
積
の

９
割
以
上
が
山
林
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
税
収
の
増
加
が
見
込
め
な
い
。

　
一
方
、
町
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い

イ
ン
フ
ラ
の
数
は
膨
大
で
あ
り
、
近

年
の
大
規
模
災
害
発
生
状
況
か
ら
山

北
町
で
も
災
害
の
発
生
が
懸
念
さ
れ

る
こ
と
か
ら
質
問
す
る
。

問
「
み
ん
な
で
つ
く
る
魅
力
あ
ふ
れ
る

　
　

元
気
な
ま
ち
」
は
役
場
か
ら

答
風
通
し
の
よ
い
職
場
環
境

　

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
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問富士山噴火ハザードマップに対する町の所感を問う
答広域的な防災体制の構築を図る

一
般
質
問

原稿は、質問者本人が作成しています。

　
令
和
３
年
３
月
、
富
士
山
火
山
防

災
対
策
協
議
会
が
17
年
ぶ
り
に
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
改
訂
し
、
溶
岩
流

が
山
北
町
ま
で
到
達
す
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
を
初
め
て
示
し
た
。

　
従
来
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
新

た
な
溶
岩
流
に
よ
る
被
害
は
、
未
曾

有
の
大
災
害
を
も
た
ら
す
も
の
と
予

想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
町
の
対
応
を

問
う
。

問　
今
回
の
改
訂
は
過
去
一
度
も
溶

岩
流
が
当
町
ま
で
流
れ
着
い
た
こ
と
の

な
い
中
で
、
唐
突
の
感
が
拭
え
な
い
が

町
の
所
感
は
。

答　
今
ま
で
は
降
灰
の
み
と
さ
れ
て

い
た
が
、
新
た
に
溶
岩
流
も
加
わ
っ
た

事
に
驚
嘆
す
る
と
同
時
に
、
不
測
の
事

態
に
し
っ
か
り
備
え
る
必
要
が
あ
る
と

感
じ
た
。

　
問　
溶
岩
流
は
最
短
33
時
間
で
当
町

に
到
達
す
る
と
い
う
。
山
北
地
区
を
中

心
に
避
難
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
も
考

え
ら
れ
る
が
、
こ
の
想
定
外
の
対
策
に

対
す
る
町
の
方
針
は
。

答　
本
町
が
、
火
山
災
害
警
戒
地
域

と
し
て
の
指
定
を
受
け
た
こ
と
に
伴
い
、

富
士
山
火
山
防
災
対
策
協
議
会
に
参
画

す
る
。

　

県
及
び
関
係
市
町
村
と
の
連
携
を
確

立
し
、
広
域
的
な
防
災
体
制
の
構
築
を

図
る
と
と
も
に
、
防
災
意
識
の
向
上
に

取
り
組
む
。

　
一
貫
し
た
学
び
を
推
進
す
る
に
あ

た
り
、
克
服
す
べ
き
課
題
に
つ
い
て

基
本
方
針
を
改
め
て
問
う
。

　
問　
学
校
教
育
の
対
象
は
満
３
歳
以

上
と
な
っ
て
い
る
が
、
０
歳
か
ら
３
歳

未
満
ま
で
の
一
貫
教
育
と
は
。

　

ま
た
教
育
の
場
を
ど
う
考
え
る
か
。

答　
町
は
、
３
歳
未
満
の
乳
幼
児
期

に
お
け
る
、
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
集

団
を
通
し
た
学
校
教
育
は
行
わ
な
い
。

　

保
育
所
に
お
け
る
環
境
を
通
し
て
園

外
保
育
、
地
域
の
方
々
と
の
体
験
活

動
、
行
事
な
ど
す
べ
て
の
園
生
活
が
教

育
・
保
育
の
場
で
あ
る
と
考
え
る
。

清水  明  議員

つぶらの公園から見る富士

問
０
歳
か
ら
15
歳
一
貫
教
育
の
方
針
を
問
う

答
３
歳
未
満
は
保
育
で
あ
る
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毎月健康福祉センターで
開催されている
乳幼児ニコニコ相談

身近な距離に信頼できる相談相手がいるというのが
母子にとっての安心安全なのでは……

冨田  陽子  議員

問安心して出産できる環境づくりを
答可能な限りきめ細かい支援をしていく

一
般
質
問

　
問

町
の
見
解
は
。

答　
最
後
ま
で
存
続
を
要
望
し
た

が
、
１
市
５
町
の
足
並
み
が
揃
わ
な
か

っ
た
。　
　
　
　
　
　

　

産
科
医
不
足
や
市
立
病
院
の
建
て
替

え
等
の
課
題
が
あ
る
。

　

上
病
院
で
は
産
科
の
設
備
は
残
っ
て

お
り
、
再
開
の
可
能
性
は
残
し
て
あ
る

が
集
約
化
は
や
む
を
得
な
い
と
理
解
し

て
い
る
。

問　
上
病
院
の
助
産
師
に
よ
る
院
内

助
産
は
、
畳
の
上
で
の
妊
婦
に
寄
り
添

っ
た
自
然
な
お
産
を
促
す
分
娩
ス
タ
イ

ル
で
、
産
後
の
ケ
ア
も
手
厚
い
こ
と
か

ら
、
存
続
希
望
の
声
も
多
い
。

　

健
診
や
産
後
ケ
ア
な
ど
助
産
師
が
行

う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
多
い
。
県
へ

の
要
望
を
。

答　
今
後
も
県
へ
助
産
師
の
サ
ポ
ー

ト
を
含
め
た
、
上
病
院
産
科
存
続
へ
の

要
望
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

　
令
和
３
年
３
月
、県
・
小
田
原
市
・

県
立
病
院
機
構
で
基
本
協
定
を
締
結

し
、
足
柄
上
病
院
の
分
娩
機
能
は
小

田
原
市
立
病
院
に
集
約
化
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。（
以
下
、
上
病
院
、
市

立
病
院
）

　
上
病
院
で
は
、す
で
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
患
者
受
け
入
れ
体
制
の
た

め
、産
科
を
休
診
、院
内
助
産
中
止
に

伴
い
、妊
婦
検
診
も
行
っ
て
い
な
い
。

　
産
科
の
診
療
所
も
な
い
当
町
に
と

っ
て
は
、市
立
病
院
へ
の
集
約
化
は
、

物
理
的
距
離
に
よ
り
出
産
の
リ
ス
ク

が
高
い
。

　
助
産
師
に
よ
る
畳
の
上
の
自
然
な

お
産
と
い
う
選
択
肢
も
な
く
な
る
。

　
安
心
し
て
出
産
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
早
急
に
整
備
す
べ
き
で
は
な
い

か
と
考
え
、
問
う
。

問　
集
約
化
で
経
済
的
に
も
肉
体
的

に
も
負
担
が
増
え
る
妊
婦
へ
の
新
た
な

サ
ポ
ー
ト
は
。

答　
今
後
、
で
き
る
だ
け
き
め
細
か

な
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

問　
上
病
院
で
出
産
で
き
る
こ
と
を

知
ら
な
い
人
が
多
か
っ
た
。

　

今
後
の
定
住
、
移
住
に
力
を
入
れ
て

い
く
た
め
に
も
近
隣
の
産
科
等
の
情
報

を
周
知
し
て
は
。

答　
医
療
機
関
の
情
報
も
含
め
て
前

向
き
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

原稿は、質問者本人が作成しています。

足柄上病院の院内助産とは？？

● 助産師が主体で、妊婦健診・分娩・産後
の診察・育児相談まで継続的に関わり、
お母さんと赤ちゃんが持つ自然の力を最大
限発揮できるようサポートするシステム（母
乳外来や宿泊も可能な産後ケアも充実）

● 小田原市立病院の医師と妊婦の情報が共
有され、安心できる連携が図られている
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あしがら地域広域ビジョンを手に

問持続可能なまちづくりに向けて
答足柄上地域の将来を見据えた議論を深めたい

一
般
質
問

原稿は、質問者本人が作成しています。

　
足
柄
上
地
域
５
町
で
は
、
人
口
減

少
、
少
子
高
齢
化
、
社
会
保
障
費
の

増
加
な
ど
、
自
治
体
経
営
を
取
り
巻

く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
、
平
成
30

年
３
月
に
「
あ
し
が
ら
地
域
広
域
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
た
。

　
策
定
に
あ
た
り
、
消
滅
し
な
い
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
５
町

で
の
広
域
連
携
の
必
要
性
を
訴
え
て

い
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
の
具
体
的
な
政

策
、
成
果
が
見
え
ず
、
山
北
町
で
は

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が
一
層
進

み
、
自
治
体
経
営
が
更
に
厳
し
い
状

況
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
て
質
問
す
る
。

問　
あ
し
が
ら
地
域
広
域
ビ
ジ
ョ
ン

の
取
組
み
状
況
、
具
体
的
な
政
策
と
成

果
、
今
後
の
方
向
性
は
。

答　
小
田
原
市
と
南
足
柄
市
の
合
併

が
な
く
な
り
、
平
成
30
年
10
月
に
、
南

足
柄
市
を
加
え
た
足
柄
地
域
１
市
５
町

で
「
あ
し
が
ら
広
域
連
携
協
議
会
」
を

設
立
し
、
広
域
連
携
に
係
る
取
り
組
み

を
議
論
し
て
き
た
。

　

今
後
、
さ
ら
に
足
柄
上
地
域
の
将
来

を
見
据
え
た
議
論
を
深
め
て
い
く
。

問　
山
北
版
ロ
ー
カ
ル
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
に
取
組
み
、

町
、関
係
者
が
共
に
実
践
す
べ
き
で
は
。

答　
町
や
企
業
、
団
体
、
地
域
、
町

民
等
が
一
体
と
な
っ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標

達
成
は
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

す
る
う
え
で
、
大
変
重
要
な
こ
と
と
認

識
し
て
い
る
。

　

地
域
課
題
の
解
決
や
地
方
創
生
の
一

層
の
充
実
・
深
化
の
た
め
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

目
標
達
成
に
向
け
推
進
し
て
い
き
た
い
。

問

合
併
も
視
野
に
入
れ
た
研
究
は
。

答　
市
町
村
合
併
を
否
定
す
る
の
で

は
な
く
、
山
北
町
と
し
て
将
来
、
合
併

が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
今

後
近
隣
自
治
体
か
ら
協
議
の
場
が
設
定

さ
れ
れ
ば
、
参
画
す
る
考
え
で
あ
る
。

府川  輝夫  議員

　持続可能な開発目標（SDGｓ）とは、
2015年9月に国連サミットで採択され
た持続可能な世界を実現するための
開発目標である。
　17のゴール、169のターゲットから
構成され、地球上の誰一人として取り
残されないことを誓っているもの。
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議　員
研修会

開催日：令和３年７月30日
場　所：生涯学習センター
講　師：林野庁職員

山北町の国有林を考える

　林野庁職員を講師に

招き議員研修会を開催

した。

　林野庁としては、森

林整備事業・林業成長

産業化総合対策事業を

中心に、間伐や主伐後

の再造林、路網整備等

を実施している。

水ノ木幹線林道

現在一部が崩落により通行止めになっている
今後、復旧すれば木材搬出ルートとなるのでは

神奈川県の国有林は9042ha
山北町の森林の３割が国有林
（世附地域4714ha）

（東京・高尾地域）

津久井地域

丹沢地域

箱根地域

世附地域

湯河原地域

　さらに今後のＩＣＴを活用し、林業の低コスト化を進め、山元への還元にも取り組んでいくとの

説明があった。

　山北町の森林は、今後の林道・路網整備の考え方、頻発する土砂災害への対策、搬出木材のルート

確保、虫食い等によるＢ材以下の木材活用、林業事業者の育成等、多くの課題が山積している。

　議会としては、今後もこうした勉強会を重ね、課題解決に向けた調査研究を積極的に取り組んで

いく必要があると感じた。
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※

全
集
計
結
果
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

15名の議会広報モニターの皆様から、前号に関してのアンケートに回答していただきま
した。毎回参考となるご意見やご指摘アイデアをいただきすぐ取り入れられるものは早速
編集に活かしております。すべてのご意見を載せられず残念ですが、一部をご紹介します。

◆「
活
き
い
き
広
場
」
に
移
住

者
を
載
せ
て
も
お
も
し
ろ
そ

う
。
あ
と
は
企
業
の
話
と
か
。

◆（
Ｐ
９
）
生
徒
自
ら
が
生
理

に
つ
い
て
発
信
す
る
の
は
大

変
難
し
い
と
思
う
。

議
員
が
声
を
あ
げ
て
く
れ
て

よ
か
っ
た
。

◆
若
い
方
の
定
住
に
な
る
と
思

う
の
で
「
Ｓ
Ｕ
Ｐ
」
に
関
し

て
、
も
う
少
し
情
報
が
あ
る

と
良
い
と
思
い
ま
し
た
。

◆
水
上
住
宅
に
つ
い
て
町
と
し

て
、
と
て
も
大
き
な
事
業
だ

と
思
う
が
扱
い
が
小
さ
す
ぎ

な
い
で
し
ょ
う
か
。

◆
一
般
質
問
の
答
え
が
簡
略
す

ぎ
る
。

◆
Ｐ
10
・Ｐ
11
見
開
き
で
統
一

感
が
あ
り
見
や
す
か
っ
た
。

タ
テ
書
き
・
ヨ
コ
書
き
・
ナ

ナ
メ
書
き
と
動
き
が
あ
る
の

も
見
や
す
い
。

～内部紙面について～

◆「
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
」
は
と

て
も
良
い
活
動
だ
と
思
い
ま

す
が
、
議
員
個
人
と
し
て
、

さ
ら
に
、
い
ろ
い
ろ
な
場
所

に
出
席
し
、
意
見
を
聞
く
機

会
を
持
て
る
と
良
い
と
思
い

ま
す
。

◆
24
ペ
ー
ジ
は
や
や
多
す
ぎ
る

よ
う
に
感
じ
た
。

～その他ご意見～

◆
園
外
活
動
を
通
し
て
子
ど
も

た
ち
が
、
楽
し
く
活
動
し
て

い
る
姿
で
あ
り
、
と
て
も
よ

い
表
紙
だ
と
思
い
ま
す
。

◆
子
ど
も
た
ち
の
姿
だ
け
で
な

く
、
議
会
活
動
直
接
の
写
真

を
使
用
し
て
は
。

～表紙・裏表紙について～

◆
山
北
町
の
住
人
に
と
っ
て

生
活
し
て
い
く
中
で
、
必

要
な
情
報
を
前
面
に
出
し

た
ら
ど
う
か
。

◆
議
員
の
人
と
な
り
を
深
掘

り
す
る
よ
う
な
企
画
（
コ

　
ー
ナ
ー
）
を
設
け
た
ら
ど

う
か
。

～議会だよりを多くの方に
読んでもらうために～

№２０６議会のおと
　　　　　広報モニターアンケート
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やまきた町議会

おしゃべり Cafe

◆ 交通渋滞が心配。夏休み期間中だけでもすれ違いできない箇所に、タイマー式の信号機があるとよい。
◆ 路肩駐車により、救急車が通れないことや旅館のチェックインに遅れるお客さんがあった。◆ 駐車場が無いために路上駐車が多い。有料の駐車場を作ったらどうか。◆空き家を活用して三保地区に移住していただき、子育て世代の方と一緒に子育てしたい。◆ 社宅を利用し、三保地区への移住対策をしたらどうか。

◆ デマンドタクシーの案内を宣伝してほしい。◆ バ－ベキュ－ゴミを考えてほしい。

7/14 三保支所

◆ 町営原耕地住宅に
空き部屋が２年前か

ら２部屋ある。一般募
集をしないのか。

◆ 大雨により水路が
詰まり、畑に土砂が

流れ込み被害を受け
た。

7/20 小田原百貨店

　議会では、皆さまとの意見交換の場を増やすこと
を目的におしゃべりCafeを開催しています。
　残念ながら８・９月は緊急事態宣言に伴い中止と
なりましたが、７月には小田原百貨店で開催しました。
　また、同月には三保地区の子育て世代との方々と
の意見交換会も開催しました。

　各種団体、グループとの出張おしゃべり
Cafeも始めました。ご要望があれば、どこ
へでもお伺いします。

　町議会では、皆さまとの意見交換の場を
増やすことを目的に「おしゃべりCafe」を開
催しています。
　気軽にお立ち寄り頂き、皆さまの『声』
をお聞かせください。

日時：11月20日（土） 13：30～15：30 
場所：小田原百貨店山北店
　　　（イートインコーナー付近）

日時：12月20日（月） 13：30～15：30
場所：山北駅前　Ｃａｆｅ  ＮＩＣＯ横
　　　（芝生スペース付近）

おしゃべりカフェは
毎月２０日開催！

子育て世代との
　　意見交換会

※当日の様子など記載したおしゃべり
Cafe通信はホームページでご覧い
ただけます。
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コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
対
面
で
の
活
動
は
難
し

い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
上
智
大
学
・
山
北

高
校
と
の
交
流
を
通
し
て
、
若
い
感
性
を
ま
ち

づ
く
り
に
活
か
そ
う
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

文
科
省
指
定
の
全
国
発
表
会
開
催
に
向
け

て
、
議
会
で
は
で
き
る
限
り
の
サ
ポ
ー
ト
を

準
備
中
。

次
世
代
育
成
小
委
員
会

★
議
場
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

　

ラ
イ
ブ
中
継
を
議
場
に
取
り
入
れ
ら
れ
な

い
か
調
査
、
検
討
し
た
が
設
備
的
に
難
し
い

と
い
う
結
果
で
し
た
。
今
後
、
今
あ
る
設
備

で
中
継
、
配
信
で
き
る
方
法
を
検
討
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

★
議
会
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入

　
　
　
　
に
向
け
た
調
査
研
究

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
及
び
ク
ラ
ウ
ド
を
利
用
す
る

前
に
、
書
類
の
デ
ー
タ
化
を
使
用
す
る
機
器

も
含
め
て
研
究
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

★
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
推
進

　
（
新
し
い
生
活
様
式
の
活
用
）

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
リ
モ
ー
ト
会
議
の

可
能
性
を
さ
ら
に
追
求
し
て
い
き
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
小
委
員
会

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
、
町
の
皆
さ
ん
か
ら

の
声
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
議
会
と
し
て
皆

さ
ん
の
期
待
に
し
っ
か
り
応
え
ら
れ
る
議
員

の
数
を
議
員
全
員
の
討
議
を
通
じ
て
探
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
削
減
し
た
場
合
、
議
会
活
動
が

ど
う
な
る
の
か
等
、
論
点
を
絞
り
な
が
ら
検

討
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
会
等
を
開
催

し
さ
ら
に
論
議
を
深
め
る
予
定
で
す
。

定
数
問
題
小
委
員
会

やまきたまち 議会だより

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
対
面
で
の
活
動
は
難
し

い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
上
智
大
学
・
山
北

高
校
と
の
交
流
を
通
し
て
、
若
い
感
性
を
ま
ち

づ
く
り
に
活
か
そ
う
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

文
科
省
指
定
の
全
国
発
表
会
開
催
に
向
け

活動 報告

減らすべきか、増やすべきか

町の課題解決に向けた提案
（山北高校）

6／ 1 「議会のおと」205号に
山北高校生の声を掲載

6／ 4 山北高校に「議会のお
と」205号20部持参

6／24 山北高校探求活動発
表会参観（町生涯学習
センター）

8／ 3 山北高校に「議会のお
と」206号20部持参

議会のあり方
検討委員会



サ
ッ
カ
ー
を
通
し
た
子
ど
も
の
成
長

山
北
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

監
督
　
中
戸
川
　
昌
樹
さ
ん
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こ
ん
に
ち
は
。
山
北
サ
ッ
カ
ー

ク
ラ
ブ
で
す
。
私
た
ち
は
町
内
外

多
く
の
方
に
支
え
ら
れ
、
今
年
度

創
立
42
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

小
学
校
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま

で
41
名
の
会
員
と
13
名
の
コ
ー
チ

（
９
月
１
日
現
在
）
で
、
主
に
土
曜
日
と
日
曜
日
、
川
村
小

学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

少
子
化
に
よ
り
会
員
数
は
以
前
よ
り
大
幅
に
減
少
し
て
お

り
ま
す
が
、
日
々
の
練
習
や
協
会
主
催
大
会
、
周
辺
友
好
団

体
の
招
待
試
合
や
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
し
、
競
技
と
し
て
の

サ
ッ
カ
ー
技
術
の
向
上
だ
け
で
な
く
、
規
律
・
礼
儀
・
社
会

性
・
忍
耐
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
指
導
は
こ

れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

会
員
保
護
者
と
共
に
、
楽
し
く
元
気
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
末
永
く
活
動
を
続
け
、
山
北
の
活
力
と
な
る
人

材
の
育
成
に
貢
献
し
て
参
り
ま
す
。

　

末
枯
野
美
し
き
晩
秋
の
候
、
町
民
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
に
お
過
ご
し

の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、「
議
会
の
お
と｣

２
０
７
号
を
ご
覧
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
い
ろ
い
ろ
な
制
限
や
我
慢
が
必
要

な
場
面
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な

中
で
工
夫
し
て
、
で
き
る
方
法
を
探
し
て
創
っ
て

い
く
こ
と
は
、
素
敵
な
こ
と
で
す
ね
。

　

編
集
委
員
一
同
、
町
民
の
皆
様
に
と
っ
て
有
益

な
「
議
会
の
お
と｣

を
ご
提
供
で
き
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
愛
読
賜

り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

末
筆
な
が
ら
、
向
寒
の
折
柄
、
体
調
に
は
く
れ

ぐ
れ
も
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

（
和
田
成
功
）

編
集
後
記

広
報
分
科
会　
　
　
　

会　

長　

清
水　

明

副
会
長　

堀
口
恵
一

委　

員　

山
崎
政
司

和
田
成
功

府
川
輝
夫

石
田
照
子

山北町ホームページ

議会ホームページ

→町議会のアイコンをクリック

庁舎内テレビでも放映しています
お問い合わせ
議会事務局75-3653

議会の傍聴においでください議会の傍聴においでください
第4回定例会（予定）

12月６日（月）～12月６日（月）～
う
ら
が
れ
の




